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 論文審査の結果の要旨
 強磁湯中での物質の相の変化に関しては多くの興味が持たれているが、実験的困難のためにま
 だ未開の分野が沢山ある。強磁場中での結晶成長の問題もその一つである。水溶液から析出する
 結晶の成長の過程において、磁場が果たす役割がいかなるものか、新しい知見が新しい科学への
 道を開くと考えられる。本研究の目的はこの考えを背景に、結晶形態を記述するためにフラクタ
 ルという概念を用い、形成パターンヘの強磁場による影響を詳細に調べることにある。
 金属塩水溶液中において無電解析出で凝集する金属の形態には、濃度勾配のラプラス場によっ
 て、不規則分岐する樹枝状結晶となるものがあり、拡散律速凝集(DLA)パターンとなる。本研究
 では無電解析出の凝集粒子がイオンであることに注目して、この凝集を磁場中で行うことでブラ
 ウン運動にローレンツカが加わった拡散を作り出し、その凝集体の形態形成に対する磁場の効果
 について調べられている。二次元セルの中で凝集させた硝酸銀水溶液中の銀樹では金属イオンの
 溶液中の拡敵よりもイオンー金属間の電荷移動の方がはるかに早いので、無磁場中ではこの反応
 はDLAとなる。しかしこの凝集を8テスラの強磁場中で行うと銀樹の形態は劇的に変化し、
 DLAパターンと全く異なるパターンを形成することが発見された。これは稠密分岐構造(DBM)
 にローレンッカによる枝の曲がりを加えたパターンになっている。酢酸鉛水溶液一金属亜鉛、塩
 化金酸ナトリウム水溶液一金属鉛の系でも同様の実験を行い、以下のような新しい知見が得られ
 た。イオンの局所的な運動の変化がマクロな凝集体の形態を変化させている。無磁場でははっき
 りとした拡散層が形成されるが、磁場中では結晶表面で凝集が滞って明確な拡散層は形成されな
 い。磁場中では拡散律速から反応律速へとシフトしている。モデルシミュレーションでも反応律
 速の場合にはDBMパターンを形成する。これらから、ラプラス場にしたがうDLA系において
 DBMパターンの発現のいくつかの条件が明らかになった。更に結晶形態の制御が強磁場によって
 可能であることが示された。以上のような研究内容は博士論文として適当であると認められる。
 また本論文では大久保晋が自立して研究活動を行うに必要な高度の研究能力と学識を有すること
 を示している。よって大久保晋提出の論文は、博士(理学)の学位論文として合格と認める。
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